
追

悼

下
程
勇
吉
著
『
廣
池
千
九
郎
の
人
間
学
的
研
究
』
刊
行
に

込
め
ら
れ
た
大
澤
俊
夫
先
生
の
感
謝
と
報
恩
の
心

立

木

教

夫

大
澤
俊
夫
先
生
は
、
一
九
九
八
﹇
平
成
十
﹈
年
三
月
十
七
日
に
九
十
三
歳
で
永
眠
さ
れ
た
下
程
勇
吉
先
生
の
ご
著
書
、『
廣

池
千
九
郎
の
人
間
学
的
研
究
』（
二
〇
〇
五
﹇
平
成
十
七
﹈
年
）﹇
以
下
、『
研
究
』
と
略
す
﹈
を
編
集
出
版
す
る
に
当
っ
て
、
深
い

配
慮
を
も
っ
て
臨
ま
れ
ま
し
た
。

『
研
究
』
が
完
成
し
た
と
き
、
大
澤
先
生
は
「
下
程
勇
吉
著
『
廣
池
千
九
郎
の
人
間
学
的
研
究
』
刊
行
の
意
義
」
と
い
う
文

章
を
発
表
さ
れ
、「
こ
の
た
び
、
故
・
下
程
勇
吉
先
生
の
大
著
『
廣
池
千
九
郎
の
人
間
学
的
研
究
』
が
、
め
で
た
く
出
版
さ
れ

ま
し
た
。
下
程
勇
吉
先
生
が
昭
和
四
十
九
年
四
月
に
モ
ラ
ロ
ジ
ー
研
究
所
研
究
部
の
顧
問
に
就
任
さ
れ
て
以
来
、
二
十
数
年
に

わ
た
り
『
道
徳
科
学
の
論
文
』（
全
十
冊
）、『
廣
池
千
九
郎
日
記
』（
全
六
冊
）
を
は
じ
め
、
廣
池
博
士
の
諸
著
作
や
『
廣
池
千

九
郎
資
料
集
』（
全
百
四
十
八
冊
・
未
刊
）
を
、
丹
念
か
つ
、
つ
ぶ
さ
に
読
破
さ
れ
た
う
え
、
深
い
思
索
を
重
ね
な
が
ら
、
ま

と
め
ら
れ
た
も
の
で
す
」
と
研
究
基
盤
を
明
ら
か
に
さ
れ
、「
下
程
先
生
の
手
に
よ
り
、
モ
ラ
ロ
ジ
ー
創
建
と
い
う
廣
池
博
士

の
一
大
業
績
を
、
日
本
思
想
史
の
中
に
位
置
付
け
て
い
た
だ
い
た
」
も
の
で
あ
る
と
そ
の
意
義
を
明
ら
か
に
さ
れ
、「
モ
ラ
ロ

ジ
ー
研
究
所
に
と
っ
て
も
、
一
門
弟
の
私
に
と
っ
て
も
、
こ
の
上
な
い
喜
び
で
す
」
と
真
情
を
吐
露
さ
れ
ま
し
た
（
大
澤
俊
夫



『
師
の
心
を
求
め
て
』、
一
〇
四
｜
一
〇
五
ペ
ー
ジ
）
。
こ
こ
か
ら
も
窺
え
る
よ
う
に
、『
研
究
』
刊
行
は
感
謝
と
報
恩
の
心
で
貫
か
れ
て

い
た
の
で
す

つ
ま
り
、『
研
究
』
刊
行
に
は
、
第
一
に
、
下
程
勇
吉
先
生
の
師
恩
に
対
す
る
感
謝
と
報
恩
、
第
二
に
下
程

先
生
が
モ
ラ
ロ
ジ
ー
な
ら
び
に
廣
池
千
九
郎
研
究
に
真
正
面
か
ら
取
り
組
ま
れ
、
廣
池
千
九
郎
の
思
想
と
生
涯
を
貫
く
生
の
鉱

脈
を
明
ら
か
に
す
る
多
く
の
業
績
を
残
さ
れ
た
こ
と
に
対
す
る
感
謝
と
報
恩
、
第
三
に
精
神
伝
統
で
あ
る
廣
池
博
士
に
対
す
る

感
謝
と
報
恩
の
心
が
込
め
ら
れ
て
い
た
の
で
す
。

＊

『
研
究
』
刊
行
事
業
に
つ
な
が
る
最
初
の
契
機
は
、
二
〇
〇
一
﹇
平
成
十
三
﹈
年
七
月
二
十
九
日
、
下
程
勇
吉
先
生
の
ご
子

息
・
下
程
息
先
生
か
ら
、
ダ
ン
ボ
ー
ル
二
箱
分
の
著
書
と
書
簡
が
、
大
澤
先
生
宅
に
送
ら
れ
て
き
た
こ
と
に
あ
り
ま
す
。
ま

た
、
私
が
こ
の
刊
行
事
業
に
関
わ
る
こ
と
に
な
っ
た
き
っ
か
け
は
、
二
〇
〇
一
年
の
秋
の
谷
川
出
講
の
際
、
大
澤
先
生
か
ら
、

下
程
先
生
の
書
簡
の
整
理
を
し
て
ほ
し
い
と
依
頼
さ
れ
た
こ
と
に
あ
り
ま
す
。
こ
れ
が
約
四
年
間
に
わ
た
る
『
研
究
』
の
編
集

刊
行
事
業
の
は
じ
ま
り
で
し
た
。

目
標
は
、
下
程
勇
吉
先
生
の
七
回
忌
（
二
〇
〇
五
﹇
平
成
十
七
﹈
年
三
月
十
七
日
）
に
、
ご
霊
前
に
お
供
え
で
き
る
よ
う
な

著
作
を
準
備
す
る
こ
と
で
し
た
。
し
か
し
、
当
初
、
そ
の
著
作
が
ど
の
よ
う
な
も
の
に
な
る
の
か
、
明
確
な
ヴ
ィ
ジ
ョ
ン
が
あ

っ
た
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
谷
川
で
の
大
澤
先
生
の
お
話
が
「
書
簡
の
整
理
」
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
よ
う
に
、
最
初
は
、

京
都
学
派
の
学
者
か
ら
の
書
簡
を
解
読
し
、
一
冊
の
本
ま
た
は
資
料
集
に
す
る
こ
と
を
、
考
え
て
い
ら
っ
し
ゃ
っ
た
の
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。
解
読
に
当
っ
て
は
、
道
徳
科
学
研
究
セ
ン
タ
ー
の
二
人
の
研
究
員
、
足
立
智
孝
さ
ん
と
橋
本
富
太
郎
さ
ん
に
参
加

し
て
も
ら
い
、「
下
程
勇
吉
先
生
寄
贈
資
料
等
の
整
理
事
業
」
と
命
名
し
、
大
澤
先
生
中
心
の
委
員
会
を
ス
タ
ー
ト
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
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二
〇
〇
二
年
二
月
七
日
に
「
第
一
回

資
料
作
業
部
会
」
が
開
か
れ
、
こ
こ
で
の
検
討
内
容
を
踏
ま
え
て
、
三
月
十
三
日

に
、
大
澤
先
生
と
ご
一
緒
に
、
廣
池
幹
堂
理
事
長
に
「
下
程
勇
吉
先
生
寄
贈
資
料
等
の
整
理
事
業
」
の
内
容
を
報
告
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。「
第
二
回

資
料
作
業
部
会
」
は
五
月
七
日
に
開
か
れ
、
こ
の
と
き
か
ら
書
簡
の
解
読
作
業
が
ス
タ
ー
ト
し
、

八
月
二
日
に
は
、
京
都
か
ら
下
程
息
先
生
を
お
迎
え
し
て
、「
第
一
回

下
程
勇
吉
先
生
関
係
資
料
研
究
会
」
が
開
か
れ
ま
し

た
。
勉
強
会
で
は
興
味
深
い
資
料
に
つ
い
て
話
題
提
供
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
り
、
息
先
生
か
ら
さ
ま
ざ
ま
な
お
話
を
き
か
せ

て
い
た
だ
い
た
り
し
ま
し
た
。
研
究
会
の
後
に
は
、
息
先
生
に
麗
澤
大
学
図
書
館
の
「
下
程
勇
吉
文
庫
」
を
ご
覧
い
た
だ
き
ま

し
た
。
ご
寄
贈
い
た
だ
い
た
下
程
勇
吉
先
生
の
著
書
も
す
で
に
配
架
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
文
庫
に
は
、
和
書
三
四
二
七
冊
、
洋

書
二
三
五
冊
、
中
国
書
二
冊
、
計
三
六
六
四
冊
が
収
蔵
さ
れ
て
お
り
、
息
先
生
は
、
美
術
の
本
を
ご
覧
に
な
り
な
が
ら
、
懐
か

し
い
と
お
っ
し
ゃ
り
、
こ
の
よ
う
に
き
ち
ん
と
保
存
し
て
い
た
だ
い
て
大
変
有
難
い
と
、
感
謝
の
言
葉
を
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

八
月
八
日
に
は
、
息
先
生
か
ら
書
簡
の
追
加
寄
贈
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
の
書
簡
の
中
に
は
未
発
見
の
も
の
も
含
ま
れ
て
お
り
、

そ
れ
ら
は
岩
波
の
最
新
版
の
『
西
田
幾
多
郎
全
集
』
に
収
録
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
ボ
ル
ノ
ー
博
士
や
キ
ュ
ン
メ
ル
博
士
か

ら
の
ド
イ
ツ
語
の
手
紙
は
、
息
先
生
が
翻
訳
し
て
く
だ
さ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
大
澤
先
生
は
、
八
月
八
日
に
、
こ
の
間
の

活
動
経
過
を
廣
池
幹
堂
理
事
長
に
ご
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

＊

二
〇
〇
三
﹇
平
成
十
五
﹈
年
四
月
二
十
二
日
に
、
下
程
勇
吉
先
生
が
モ
ラ
ロ
ジ
ー
研
究
所
お
よ
び
廣
池
学
園
関
係
の
雑
誌
等

に
発
表
さ
れ
た
論
文
や
エ
ッ
セ
ー
を
抽
出
・
収
録
し
た
業
績
フ
ァ
イ
ル
を
作
製
し
ま
し
た
。
大
型
の
Ａ
4
フ
ァ
イ
ル
二
冊
が
膨

れ
上
が
る
ほ
ど
大
部
の
業
績
を
残
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。
大
澤
先
生
は
、
こ
の
フ
ァ
イ
ル
に
目
を
通
し
な
が

ら
、
下
程
先
生
の
ご
著
書
の
あ
る
べ
き
姿
を
構
想
さ
れ
て
い
っ
た
と
思
い
ま
す
。

下程勇吉著『廣池千九郎の人間学的研究』刊行に
込められた大澤俊夫先生の感謝と報恩の心



十
月
十
六
日
、
私
は
、
顧
問
室
に
お
い
て
出
版
に
関
す
る
大
澤
先
生
の
お
考
え
を
聞
か
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
本
に
つ
い

て
は
、
基
本
的
に
、
下
程
先
生
の
「
モ
ラ
ロ
ジ
ー
研
究
の
成
果
」
に
絞
っ
て
出
版
す
る
と
さ
れ
、
論
文
を
中
心
と
し
、
追
憶
、

手
紙
な
ど
を
す
べ
て
ま
と
め
て
、
一
冊
と
す
る
。
こ
こ
に
は
先
生
の
最
後
の
著
書
で
あ
る
『
日
本
の
精
神
的
伝
統
』
も
入
れ
、

ブ
ッ
ク
メ
イ
ツ
に
入
れ
て
も
ら
う
こ
と
を
考
え
る
、
と
お
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。
予
算
措
置
に
つ
い
て
は
、
研
究
セ
ン
タ
ー
の
予

算
に
「
下
程
勇
吉
先
生
論
文
集
記
念
出
版
予
算
」
と
い
う
項
目
を
立
て
ら
れ
、「
研
究
セ
ン
タ
ー
顧
問
と
し
て
責
任
を
と
る
か

ら
安
心
し
て
い
て
よ
ろ
し
い
。
理
事
長
に
も
申
し
上
げ
る
」
と
お
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。
ま
た
、
編
集
方
針
に
つ
い
て
は
、
年
が

明
け
て
か
ら
谷
川
で
合
宿
を
し
て
検
討
す
る
と
さ
れ
ま
し
た
。

二
〇
〇
四
年
二
月
十
日
か
ら
十
二
日
に
か
け
て
、
谷
川
で
編
集
会
議
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。
大
澤
先
生
は
、
谷
川
合
宿
の
目

的
を
、
下
程
勇
吉
先
生
の
モ
ラ
ロ
ジ
ー
な
ら
び
に
廣
池
千
九
郎
博
士
に
関
わ
る
研
究
成
果
を
一
冊
の
本
に
ま
と
め
て
出
版
し
、

七
回
忌
に
ご
霊
前
に
お
供
え
さ
せ
て
い
た
だ
く
た
め
の
編
集
作
業
で
あ
る
、
と
明
確
に
さ
れ
ま
し
た
。
参
加
者
は
、
大
澤
先

生
、
足
立
さ
ん
、
橋
本
さ
ん
、
そ
し
て
私
の
四
人
で
し
た
。
精
読
と
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
い
な
が
ら
、
構
成
と
章
立
て
を

検
討
し
ま
し
た
。
大
澤
先
生
は
、
本
の
タ
イ
ト
ル
を
『
廣
池
千
九
郎
の
人
間
学
的
研
究
』
と
し
、
第
一
篇
に
、「
普
遍
的
道
徳

の
開
拓
者
廣
池
千
九
郎
」
と
「
最
高
道
徳
の
核
と
し
て
の
神
・
聖
人
・
人
間
」
と
い
う
二
本
の
論
文
を
置
く
こ
と
を
提
案
さ
れ

ま
し
た
。
先
生
は
、
モ
ラ
ロ
ジ
ア
ン
の
方
々
に
ぜ
ひ
こ
の
二
本
の
論
文
は
読
ん
で
も
ら
い
た
い
、
そ
の
た
め
に
本
の
は
じ
め
に

置
き
た
い
と
話
さ
れ
ま
し
た
。
第
二
篇
と
し
て
は
、「
下
程
先
生
の
人
間
像
を
偲
ぶ
よ
す
が
と
な
る
も
の
を
取
り
上
げ
る
」
と

さ
れ
、「
若
い
人
に
贈
る
言
葉
」
や
「
次
代
を
背
負
う
人
々
に
向
け
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
」
を
入
れ
た
い
と
い
わ
れ
ま
し
た
。

二
〇
〇
四
年
二
月
二
十
七
日
、
大
澤
先
生
は
、
谷
川
合
宿
で
確
定
し
た
編
集
方
針
を
廣
池
理
事
長
に
報
告
さ
れ
、
ぜ
ひ
モ
ラ

ロ
ジ
ア
ン
に
こ
の
本
を
読
ん
で
い
た
だ
き
た
い
と
い
う
思
い
を
伝
え
ら
れ
、
ブ
ッ
ク
メ
イ
ツ
に
入
れ
て
い
た
だ
く
こ
と
の
承
認
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を
得
ら
れ
ま
し
た
。
三
月
二
日
に
は
、
下
程
息
先
生
の
も
と
に
原
稿
を
配
置
し
た
フ
ァ
イ
ル
と
手
紙
を
送
り
、
ま
た
、
北
川
治

男
セ
ン
タ
ー
長
、
久
楽
一
之
次
年
度
出
版
部
長
を
は
じ
め
、
園
内
の
六
人
の
方
々
に
、
手
紙
を
付
し
て
、
フ
ァ
イ
ル
を
届
け
、

委
員
会
の
目
次
案
に
対
す
る
意
見
を
聞
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
目
次
案
に
対
す
る
レ
ス
ポ
ン
ス
が
返
っ
て
き
た
と
こ
ろ
で
、

委
員
会
の
最
終
目
次
案
を
作
成
し
、
大
澤
先
生
に
ご
覧
い
た
だ
き
ま
し
た
。
七
月
七
日
に
、
下
程
先
生
の
業
績
を
立
木
、
初
出

一
覧
を
足
立
さ
ん
、
ま
た
、
略
歴
を
橋
本
さ
ん
で
分
担
・
調
査
し
た
も
の
が
出
来
上
が
り
、
大
澤
先
生
に
ご
覧
い
た
だ
き
ま
し

た
。
ま
た
、
先
生
は
、「
ち
ち
は
は
」
と
い
う
文
章
を
是
非
入
れ
た
い
の
だ
が
見
つ
か
ら
な
い
と
お
っ
し
ゃ
っ
て
お
ら
れ
ま
し

た
が
、
こ
れ
も
見
つ
け
て
収
録
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
八
月
三
日
に
は
、
再
び
下
程
息
先
生
を
お
招
き
し
て
、
第
二
回
目

の
会
合
が
開
か
れ
、
進
行
状
況
を
報
告
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

二
〇
〇
四
年
八
月
二
十
六
日
、
大
澤
先
生
か
ら
電
話
が
あ
り
、
午
後
一
時
半
に
顧
問
室
に
来
る
よ
う
に
と
の
こ
と
で
し
た
。

伺
う
と
す
ぐ
に
私
を
伴
っ
て
岩
田
啓
成
常
務
理
事
に
面
会
に
行
か
れ
ま
し
た
。
大
澤
先
生
は
当
時
、
廣
池
学
園
顧
問
で
し
た

が
、
モ
ラ
ロ
ジ
ー
研
究
所
常
務
理
事
の
岩
田
先
生
に
、
下
程
先
生
の
本
を
ブ
ッ
ク
メ
イ
ツ
に
入
れ
て
も
ら
え
る
よ
う
に
、
お
願

い
に
行
か
れ
た
の
で
し
た
。
理
由
は
、
出
版
部
の
方
で
、
こ
の
本
を
ブ
ッ
ク
メ
イ
ツ
に
は
入
れ
な
い
と
い
う
判
断
が
示
さ
れ
た

か
ら
で
し
た
。
大
澤
先
生
は
、
ぜ
ひ
こ
の
本
を
モ
ラ
ロ
ジ
ア
ン
の
方
々
に
読
ん
で
い
た
だ
き
た
い
と
の
強
い
希
望
を
も
っ
て
お

ら
れ
、
廣
池
理
事
長
に
報
告
さ
れ
た
際
も
、
直
接
、
ブ
ッ
ク
メ
イ
ツ
に
入
れ
て
い
た
だ
く
こ
と
を
お
願
い
し
、
許
可
を
い
た
だ

い
て
お
ら
れ
た
の
で
し
た
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
出
版
部
の
方
針
が
、
ブ
ッ
ク
メ
イ
ツ
に
入
れ
な
い
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
た

め
、
出
版
関
係
を
取
り
仕
切
っ
て
お
ら
れ
た
岩
田
常
務
理
事
を
訪
ね
、
直
接
、
熱
心
に
依
頼
さ
れ
、
確
約
を
得
ら
れ
た
の
で
し

た
。二

〇
〇
四
年
九
月
二
十
九
日
か
ら
、
初
校
原
稿
の
校
正
が
は
じ
ま
り
、
大
澤
先
生
と
出
版
部
の
加
島
亮
伸
さ
ん
と
私
の
間
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で
、
ほ
ぼ
毎
日
の
よ
う
に
連
絡
を
取
り
合
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
十
二
月
二
十
九
日
、
大
澤
先
生
か
ら
電
話
を
い
た
だ
き
、

本
の
発
行
日
を
「
平
成
十
七
年
三
月
十
七
日
」
と
下
程
先
生
の
七
回
忌
の
日
付
に
し
た
い
、
こ
う
し
て
お
け
ば
先
生
の
ご
命
日

は
こ
こ
を
見
れ
ば
す
ぐ
に
わ
か
る
か
ら
、
と
お
話
し
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
ま
た
、
こ
の
と
き
先
生
は
、「
自
分
か
ら
も
提
案
し
、

出
版
部
の
協
力
も
あ
り
、
新
年
の
仕
事
と
し
て
」、『
所
報
』（
平
成
十
七
年
三
月
一
日
）
に
「
下
程
勇
吉
著
『
廣
池
千
九
郎
の

人
間
学
的
研
究
』
刊
行
の
意
義
」
と
い
う
文
章
を
執
筆
す
る
こ
と
に
し
た
と
お
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。

＊

二
〇
〇
五
﹇
平
成
十
七
﹈
年
二
月
七
日
、『
研
究
』
の
納
入
が
行
な
わ
れ
、
加
島
さ
ん
と
一
緒
に
大
澤
先
生
の
顧
問
室
に
参

り
ま
し
た
。
先
生
は
、
献
本
と
贈
呈
に
つ
い
て
指
示
さ
れ
、
ご
自
身
で
墓
前
に
『
研
究
』
を
お
供
え
に
行
く
こ
と
、
ま
た
、
広

島
の
下
程
先
生
の
ご
本
家
と
戸
山
民
俗
資
料
館
﹇
以
下
、
資
料
館
と
略
す
﹈
に
献
本
に
行
く
こ
と
に
決
定
さ
れ
、
私
が
お
伴
を
さ

せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
墓
参
に
つ
い
て
は
、
先
生
は
、
前
日
の
三
月
十
六
日
に
京
都
駅
の
近
く
の
新
み
や
こ
ホ

テ
ル
に
泊
ま
ら
れ
、
十
七
日
に
、
大
澤
先
生
と
息
先
生
ご
夫
妻
と
私
が
待
ち
合
わ
せ
て
、
山
科
の
随
心
院
に
向
か
う
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。
随
心
院
は
、
小
野
小
町
ゆ
か
り
の
お
寺
で
あ
る
こ
と
、
ま
た
、
醍
醐
の
一
つ
手
前
の
駅
か
ら
歩
い
て
五
分
の
と
こ

ろ
に
あ
る
と
い
っ
た
こ
と
も
、
お
話
し
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
当
日
は
午
前
中
に
墓
参
を
す
ま
せ
、
弁
当
は
車
中
で
食
べ
、
四
時

ご
ろ
ま
で
に
広
島
の
資
料
館
に
着
き
た
い
と
考
え
て
お
ら
れ
ま
し
た
。
こ
の
と
き
、
故
郷
の
方
に
は
ご
迷
惑
を
か
け
な
い
よ
う

に
し
た
い
、
お
宅
が
近
い
な
ら
ご
挨
拶
に
上
が
ら
せ
て
い
た
だ
き
た
い
、
ま
た
、
夕
食
の
接
待
な
ど
は
一
切
辞
退
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
と
申
し
上
げ
る
よ
う
に
と
承
り
、
そ
の
よ
う
な
文
面
の
手
紙
を
認
め
ま
し
た
。

二
月
十
日
に
は
、
息
先
生
か
ら
、
下
程
勇
吉
先
生
関
係
の
贈
呈
先
リ
ス
ト
を
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
お
知
ら
せ
い
た
だ
き
、
加
島
さ

ん
の
方
か
ら
送
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
二
月
二
十
四
日
に
は
、
箱
入
り
本
の
贈
呈
先
が
確
定
し
、
三
月
二
日
に
出
版
部
か
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ら
、「
一
、
廣
池
博
士
御
霊
前
、
二
、
廣
池
理
事
長
、
三
、
下
程
勇
吉
先
生
御
霊
前
、
四
、
下
程
勇
吉
資
料
館
、
五
、
下
程
息

先
生
、
六
、
下
程
先
生
ご
本
家
用
、
七
、
麗
大
図
書
館
下
程
勇
吉
記
念
文
庫
、
八
、
研
究
セ
ン
タ
ー
、
九
、
大
澤
俊
夫
先
生
、

十
、
立
木
教
夫
先
生
」
と
記
さ
れ
た
リ
ス
ト
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
二
月
二
十
六
日
、
大
澤
先
生
か
ら
自
宅
に
電
話
が
あ
り
、

「
熊
谷
の
柳
瀬
さ
ん
に
、
あ
な
た
の
名
前
で
、
大
澤
所
蔵
の
下
程
先
生
の
写
真
を
使
わ
せ
て
い
た
だ
い
た
と
お
礼
の
手
紙
を
書

い
て
、
下
程
先
生
の
本
一
冊
と
『
所
報
』
三
月
号
を
一
部
贈
呈
す
る
よ
う
に
」
と
指
示
さ
れ
ま
し
た
。

三
月
三
日
、
大
澤
先
生
の
ご
指
示
に
よ
り
、
広
島
の
大
野
敏
勝
先
生
と
平
田
亨
様
に
手
紙
を
差
し
出
し
ま
し
た
。
三
月
十
四

日
に
は
大
野
先
生
よ
り
電
話
を
い
た
だ
き
、
広
島
で
の
移
動
の
便
宜
を
図
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
三
月
十
七

日
、
い
よ
い
よ
下
程
先
生
の
お
墓
に
ご
著
書
を
供
え
に
出
か
け
ま
し
た
。
こ
の
日
は
ト
ラ
ブ
ル
続
き
で
、
皆
様
に
大
変
ご
心
配

を
お
か
け
す
る
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

＊

大
澤
先
生
と
下
程
息
先
生
ご
夫
妻
と
私
の
四
人
で
、
三
月
十
七
日
午
前
十
一
時
に
京
都
駅
中
央
改
札
口
で
待
ち
合
わ
せ
を
し

て
、
小
野
の
随
心
院
に
あ
る
下
程
勇
吉
先
生
の
お
墓
に
、『
研
究
』
を
お
供
え
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

私
は
、
新
幹
線
で
京
都
駅
に
着
き
、
二
階
の
中
央
改
札
口
を
出
た
と
こ
ろ
で
、
大
澤
先
生
と
落
ち
合
う
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
あ
と
は
息
先
生
ご
夫
妻
が
来
ら
れ
る
の
を
待
つ
だ
け
で
し
た
が
、
十
一
時
に
な
っ
て
も
、
十
一
時
十
五
分
に
な
っ
て
も
お

い
で
に
な
り
ま
せ
ん
。
新
幹
線
の
中
央
改
札
口
と
い
う
の
は
一
つ
で
は
な
い
の
で
、
ひ
ょ
っ
と
し
た
ら
一
階
の
中
央
改
札
口
に

い
ら
っ
し
ゃ
る
か
も
し
れ
な
い
と
い
う
こ
と
で
、
二
度
見
に
行
き
ま
し
た
が
見
つ
か
り
ま
せ
ん
。
呼
び
出
し
の
ア
ナ
ウ
ン
ス
も

二
回
依
頼
し
ま
し
た
が
、
そ
れ
で
も
お
い
で
に
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
の
間
、
私
は
地
下
鉄
の
改
札
口
を
見
に
行
き
、
大
澤

先
生
は
下
程
先
生
の
お
宅
に
、
三
回
、
電
話
を
か
け
ら
れ
ま
し
た
が
、
ず
っ
と
話
し
中
で
通
じ
ま
せ
ん
で
し
た
。

下程勇吉著『廣池千九郎の人間学的研究』刊行に
込められた大澤俊夫先生の感謝と報恩の心



実
は
、
こ
の
間
、
息
先
生
ご
夫
妻
は
、
烏
丸
中
央
改
札
口
で
ず
っ
と
お
待
ち
下
さ
っ
て
い
た
の
で
し
た
。
そ
し
て
、
あ
ま
り

遅
い
の
で
、「
ひ
ょ
っ
と
し
た
ら
大
澤
先
生
が
体
調
不
良
で
倒
れ
ら
れ
た
の
で
は
な
い
か
」
等
々
と
ご
心
配
く
だ
さ
り
、
大
澤

先
生
と
連
絡
を
取
ろ
う
と
、
八
方
手
を
尽
く
し
て
下
さ
っ
て
い
た
の
で
し
た
。
大
澤
先
生
宅
、
私
の
家
、
モ
ラ
ロ
ジ
ー
研
究
所

総
合
案
内
所
、
道
徳
科
学
研
究
セ
ン
タ
ー
、
広
島
の
大
野
敏
勝
先
生
宅
と
、
息
先
生
ご
夫
妻
に
お
嬢
様
ま
で
加
わ
っ
て
い
た
だ

い
て
、
何
と
か
連
絡
を
取
ろ
う
と
ご
心
配
い
た
だ
い
て
い
た
の
で
し
た
。

原
因
は
、
京
都
駅
に
は
中
央
改
札
口
と
い
う
の
が
複
数
存
在
し
て
い
る
こ
と
で
し
た
。
大
澤
先
生
も
私
も
、
東
京
か
ら
新
幹

線
で
来
て
出
た
と
こ
ろ
と
い
う
こ
と
で
、
中
央
改
札
口
と
い
う
の
は
、
当
然
、
新
幹
線
中
央
改
札
口
と
思
い
込
ん
で
お
り
、
ま

た
、
息
先
生
ご
夫
妻
は
、
小
野
に
行
く
た
め
に
は
、
地
下
鉄
に
最
も
便
利
な
烏
丸
中
央
改
札
口
と
前
提
さ
れ
て
い
た
の
で
し
た

し
か
も
、
単
に
中
央
改
札
口
と
い
う
と
き
は
こ
ち
ら
を
指
す
の
だ
と
い
う
こ
と
を
後
に
教
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

大
澤
先
生
と
私
は
、
十
一
時
四
十
五
分
ま
で
待
ち
、
雨
が
降
っ
て
い
ま
し
た
の
で
、
タ
ク
シ
ー
で
随
心
院
に
向
か
う
こ
と
に

し
ま
し
た
。
途
中
、
献
花
用
の
小
菊
を
買
い
ま
し
た
。
お
寺
に
着
い
た
と
き
は
雨
脚
が
激
し
く
、
跳
ね
返
っ
た
雨
で
地
面
付
近

が
白
く
煙
っ
て
い
る
ほ
ど
で
し
た
が
、
先
生
は
お
墓
を
目
指
し
て
サ
ッ
サ
と
早
足
で
歩
い
て
い
か
れ
ま
し
た
。
墓
前
で
は
、
雨

な
ど
ち
っ
と
も
気
に
せ
ず
に
、
傘
を
置
い
て
、
お
墓
に
水
を
か
け
ら
れ
、
献
花
を
二
つ
に
分
け
て
花
入
れ
に
さ
し
、
お
線
香
を

上
げ
ら
れ
ま
し
た
。
す
で
に
花
入
れ
に
は
新
鮮
な
花
が
入
っ
て
い
ま
し
た
の
で
、
息
先
生
た
ち
が
お
参
り
さ
れ
た
の
か
も
し
れ

な
い
と
お
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。
先
生
は
、
墓
前
に
新
聞
を
敷
い
て
、
そ
の
上
に
濡
れ
な
い
よ
う
に
袋
に
入
れ
た
箱
入
り
の
『
研

究
』
と
お
菓
子
を
供
え
て
、
長
い
こ
と
、
無
言
で
拝
ん
で
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。
ま
だ
雪
が
残
っ
て
お
り
、
し
か
も
、
大
雨

の
中
で
の
墓
参
で
し
た
が
、
無
事
お
参
り
を
す
ま
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
待
た
せ
て
お
い
た
タ
ク
シ
ー
で
京
都
駅
に
戻
る
と

き
、
大
澤
先
生
は
、「
こ
れ
で
下
程
先
生
も
お
喜
び
く
だ
さ
る
だ
ろ
う
」
と
お
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。
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京
都
駅
で
は
、
再
び
、
新
幹
線
中
央
改
札
口
で
下
程
息
先
生
ご
夫
妻
が
い
ら
っ
し
ゃ
る
か
も
し
れ
な
い
と
い
う
の
で
、
探
し

ま
し
た
が
見
当
た
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
い
よ
い
よ
広
島
に
向
か
う
こ
と
に
な
り
、
切
符
を
購
入
し
、
寿
司
を
買
っ
て
乗
り
込
み

ま
し
た
。
車
中
か
ら
広
島
の
大
野
敏
勝
先
生
に
電
話
を
し
ま
し
た
が
、
新
大
阪
を
過
ぎ
た
と
こ
ろ
で
は
圏
外
で
つ
な
が
ら
ず
、

岡
山
を
過
ぎ
た
と
こ
ろ
で
は
話
し
中
で
だ
め
で
し
た
。
つ
い
で
に
と
思
い
、
家
に
電
話
し
ま
し
た
と
こ
ろ
、
妻
が
、「
ど
う
し

た
の
。
京
都
で
下
程
先
生
は
、
十
時
四
十
五
分
か
ら
二
時
ま
で
、
待
っ
て
い
て
く
だ
さ
っ
た
の
よ
」
と
、
ま
く
し
た
て
ら
れ
ま

し
た
。
こ
ち
ら
も
約
一
時
間
、
待
っ
て
い
た
こ
と
を
説
明
し
、
妻
の
ほ
う
か
ら
、
下
程
先
生
に
連
絡
を
取
っ
て
も
ら
う
こ
と
に

し
ま
し
た
。
こ
の
こ
と
を
、
大
澤
先
生
に
ご
報
告
し
て
い
る
う
ち
に
、
広
島
に
到
着
し
ま
し
た
。

広
島
で
は
、
大
野
先
生
と
、
中
川
齋
様
が
お
出
迎
え
下
さ
り
、
車
で
駅
か
ら
下
程
勇
吉
先
生
の
故
郷
の
戸
山
地
区
に
向
か
い

ま
し
た
。
車
が
走
り
出
し
た
と
き
に
は
ま
だ
雨
が
降
っ
て
い
ま
し
た
が
、
市
内
を
走
っ
て
い
る
間
に
空
は
ど
ん
ど
ん
晴
れ
て
き

て
、
き
れ
い
な
青
空
に
な
り
ま
し
た
。
広
島
市
内
を
外
れ
、
日
光
の
い
ろ
は
坂
の
よ
う
な
く
ね
く
ね
と
し
た
山
道
を
登
っ
て
、

よ
う
や
く
戸
山
地
区
に
入
り
ま
し
た
。
資
料
館
の
前
に
三
人
の
方
々
が
出
て
こ
ら
れ
て
、
わ
れ
わ
れ
を
出
迎
え
て
く
だ
さ
い
ま

し
た
。「
私
が
平
田
で
す
。
こ
ち
ら
が
館
長
の
松
山
さ
ん
、
こ
ち
ら
が
下
程
さ
ん
で
す
」
と
、
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。
資
料
館
の

前
で
記
念
撮
影
を
し
、
そ
の
あ
と
館
内
に
入
り
、
大
澤
先
生
は
館
長
の
松
山
厳
様
と
ご
本
家
の
下
程
精
一
様
に
『
研
究
』
を
寄

贈
さ
れ
ま
し
た
。
数
日
前
に
公
民
館
で
「
偲
ぶ
会
」
が
催
さ
れ
、
下
程
先
生
の
展
示
物
は
み
な
そ
ち
ら
の
方
に
移
動
し
て
あ
る

と
の
こ
と
で
し
た
の
で
、
わ
れ
わ
れ
も
公
民
館
に
移
動
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

資
料
館
と
は
異
な
り
、
こ
ち
ら
は
大
き
く
モ
ダ
ン
な
建
物
で
し
た
。
正
面
の
入
口
を
入
っ
た
す
ぐ
の
と
こ
ろ
に
、
展
示
コ
ー

ナ
ー
が
つ
く
ら
れ
て
お
り
、
下
程
先
生
の
写
真
が
四
枚
あ
り
、
若
い
頃
の
写
真
と
、
晩
年
の
写
真
が
対
比
的
に
取
り
揃
え
て
あ

り
ま
し
た
。
大
澤
先
生
は
、
若
い
と
き
の
写
真
を
ご
覧
に
な
っ
て
、「
こ
れ
は
め
ず
ら
し
い
写
真
だ
。
ち
ょ
っ
と
僕
に
似
て
い
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る
」
と
お
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。
下
程
先
生
の
手
書
き
の
原
稿
や
、
モ
ラ
ロ
ジ
ー
研
究
所
か
ら
資
料
館
に
寄
贈
さ
れ
た
大
学
ノ
ー

ト
が
展
示
し
て
あ
り
ま
し
た
。
ノ
ー
ト
は
、
モ
ラ
ロ
ジ
ー
に
つ
い
て
書
か
れ
た
ペ
ー
ジ
が
開
か
れ
て
い
ま
し
た
。
展
示
さ
れ
て

い
た
著
書
は
、
大
半
が
モ
ラ
ロ
ジ
ー
研
究
所
か
ら
寄
贈
さ
れ
た
も
の
で
し
た
が
、
中
に
は
、
下
程
先
生
が
愛
読
さ
れ
た
と
い
う

ゲ
ー
テ
の
詩
集
も
あ
り
ま
し
た
。

こ
の
あ
と
、
ご
生
家
の
跡
を
訪
ね
ま
し
た
。
そ
こ
に
は
す
で
に
他
所
の
家
が
立
っ
て
い
ま
し
た
が
、
下
程
精
一
様
か
ら
「
あ

の
あ
た
り
に
生
家
が
あ
っ
た
の
で
す
」
と
教
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

＊

大
澤
先
生
は
無
事
献
本
を
済
ま
さ
れ
、
下
程
先
生
の
ご
郷
里
を
訪
れ
、
一
つ
大
き
な
仕
事
を
成
し
遂
げ
ら
れ
、
充
実
し
た
気

持
ち
で
い
ら
っ
し
ゃ
っ
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。
こ
の
後
、
大
澤
先
生
は
、『
所
報
』
の
三
月
号
で
『
研
究
』
刊
行
の
意
義
を
明

ら
か
に
さ
れ
、
ま
た
、
麗
澤
大
学
教
授
の
小
田
川
方
子
先
生
に
依
頼
さ
れ
、「
下
程
勇
吉
著
『
廣
池
千
九
郎
の
人
間
学
的
研
究
』

を
読
ん
で

自
己
変
革
・
聖
人
・
神

」
と
い
う
書
評
を
『
モ
ラ
ロ
ジ
ー
研
究
』
第
五
十
六
号
（
二
〇
〇
五
年
九
月
）
に
書
い

て
い
た
だ
け
る
よ
う
手
配
さ
れ
ま
し
た
。

『
研
究
』
を
企
画
し
、
出
版
し
、
お
供
え
す
る
ま
で
の
約
四
年
の
間
に
、
大
澤
先
生
は
、『
伝
記

廣
池
千
九
郎
』（
二
〇
〇

一
﹇
平
成
十
三
﹈
年
十
一
月
二
十
日
）、『
大
澤
俊
夫
先
生
傘
寿
記
念
文
集
』（
二
〇
〇
五
﹇
平
成
十
七
﹈
年
二
月
三
日
）、『
廣

池
千
九
郎
の
人
間
学
的
研
究
』（
二
〇
〇
五
﹇
平
成
十
七
﹈
年
三
月
十
七
日
）、
そ
し
て
、『
師
の
心
を
求
め
て
』（
二
〇
〇
五

﹇
平
成
十
七
﹈
年
四
月
五
日
）
と
、
四
冊
も
大
部
の
著
作
を
刊
行
さ
れ
ま
し
た
。
四
月
六
日
に
、『
研
究
』
の
完
成
記
念
会
食
を

開
い
て
く
だ
さ
り
、
そ
の
席
で
、「『
生
誕
百
年

廣
池
博
士
記
念
論
集
』（
一
九
六
六
﹇
昭
和
四
十
六
﹈
年
）
で
廣
池
博
士
の

学
問
的
業
績
を
明
ら
か
に
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
が
、
そ
こ
に
は
モ
ラ
ロ
ジ
ー
が
含
ま
れ
て
い
な
か
っ
た
。
下
程
勇
吉
先
生
の
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『
廣
池
千
九
郎
の
人
間
学
的
研
究
』
で
、
廣
池
博
士
の
モ
ラ
ロ
ジ
ー
を
学
問
的
に
評
価
し
位
置
づ
け
て
い
た
だ
い
た
。
一
九
七

二
﹇
昭
和
四
十
七
﹈
年
か
ら
一
九
九
四
﹇
平
成
六
﹈
年
六
月
ま
で
二
十
三
年
間
、
二
週
間
に
一
回
、
京
都
か
ら
学
園
に
お
出
で

下
さ
っ
て
、
心
を
込
め
て
研
究
し
て
い
た
だ
い
た
成
果
が
本
書
で
あ
る
」
と
、『
研
究
』
出
版
の
意
義
を
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

大
澤
先
生
は
、
二
〇
〇
二
年
四
月
六
日
に
豊
子
奥
様
を
亡
く
さ
れ
、
お
寂
し
い
中
奮
闘
努
力
さ
れ
、
著
作
に
魂
を
込
め
て
行

か
れ
ま
し
た
。
二
〇
〇
四
年
十
二
月
二
十
二
日
に
『
所
報
』
用
原
稿
の
口
述
を
終
え
ら
れ
た
と
き
、
電
話
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。
私
の
メ
モ
に
は
、「
…
…
き
の
う
足
に
激
痛
╱
夕
方
八
時
╱
い
つ
も
足
首
へ
ん
が
╱
お
と
と
い
は
じ
め
て
サ
ロ
ン
パ
ス
╱

夕
べ
八
時
半
痛
く
な
っ
た
╱
天
藤
で
夕
食
╱
た
ま
に
睡
眠
薬
を
二
分
の
一
粒
╱
六
時
間
╱
八
時
過
ぎ
╱
口
述
…
…
」
と
記
し
て

あ
り
、
体
調
不
良
の
中
で
の
口
述
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

そ
の
後
、
大
澤
先
生
は
、
や
る
べ
き
こ
と
は
す
べ
て
や
り
終
え
た
と
い
う
こ
と
を
よ
く
口
に
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
徐
々
に

健
康
を
損
な
わ
れ
、
二
〇
〇
七
年
九
月
一
日
午
後
七
時
二
十
五
分
に
永
眠
さ
れ
ま
し
た
。
先
生
が
亡
く
な
る
一
週
間
前
の
八
月

二
十
六
日
に
、
道
徳
科
学
研
究
セ
ン
タ
ー
の
人
た
ち
と
一
緒
に
、
先
生
の
お
見
舞
い
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
病
室
の
ベ

ッ
ド
を
七
十
度
く
ら
い
に
起
こ
さ
れ
た
状
態
で
、
先
生
に
お
目
に
か
か
り
ま
し
た
。
一
人
一
人
順
番
に
先
生
の
ベ
ッ
ド
の
横
に

進
み
、
声
を
か
け
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
私
も
、「
立
木
で
す
。
先
生
、
お
目
に
か
か
り
た
か
っ
た
で
す
」
と
申
し
上
げ

た
と
き
、
先
生
は
大
き
く
反
応
さ
れ
、
手
を
差
し
伸
べ
て
く
だ
さ
っ
て
、
聞
き
取
る
事
は
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
何
事
か
私
に

語
り
か
け
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
い
ろ
い
ろ
と
お
世
話
に
な
っ
た
こ
と
が
思
い
出
さ
れ
、
涙
が
溢
れ
て
き
ま
し
た
。
先
生
は
、

す
で
に
相
当
お
痩
せ
に
な
っ
て
お
ら
れ
ま
し
た
が
、
ま
る
で
ガ
ン
ダ
ー
ラ
仏
の
よ
う
な
神
々
し
さ
を
湛
え
て
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま

し
た
。
間
も
な
く
先
生
の
一
周
忌
を
迎
え
る
に
当
り
、
先
生
に
声
を
か
け
て
い
た
だ
き
、
引
き
立
て
て
い
た
だ
き
ま
し
た
こ
と

に
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
、『
研
究
』
編
集
の
過
程
に
お
け
る
先
生
の
ご
尽
力
の
一
端
を
、
記
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
先

下程勇吉著『廣池千九郎の人間学的研究』刊行に
込められた大澤俊夫先生の感謝と報恩の心



生
の
ご
恩
に
報
い
る
こ
と
が
で
き
ま
す
よ
う
こ
れ
か
ら
も
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
こ
と
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

二
〇
〇
八
年
八
月
十
一
日
。
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